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2020年 9 月 30 日 B グループ 上田 鳥山 浜田 
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4．選定理由 
1. アベノミクスの出口戦略はどうなるのか 
2. 新たな通貨も登場する中で、金融政策はこのままでよいのか 
3. 今後の金融政策において障害になる点は何か 
4. 何が金融政策で可能になるのか 
5. 日銀と政府の役割とは何か 
6. 黒田日銀総裁の異次元緩和の効果とは 
7. 金融政策を担ってきた中央銀行の未来はどうなるのか 
8. 現代の金融システムとは 
9. 「FTPL（物価水準の財政理論）」とは何か 
10. 理論と現実の問題点とは 

 


